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表紙
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  証券コード　3421

  平成23年10月6日

株 主 各 位  

 東 京 都 大 田 区 矢 口 二 丁 目 ５ 番 2 5 号
 株 式 会 社 稲 葉 製 作 所
 代表取締役社長 稲 葉 　 明

第64回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　また、このたびの東日本大震災で被災された皆さまに、謹んでお見
舞い申しあげますとともに、一日も早い復興を心からお祈り申しあげ
ます。　
　さて、当社第64回定時株主総会を下記により開催いたしますので、
ご出席くださいますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権
行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成23年10月20日（木曜日）
午後５時50分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

１．日 時 平成23年10月21日（金曜日）午前10時
２．場 所 東京都大田区池上一丁目32番８号
  大田区立池上会館　２階集会室
  （末尾の会場ご案内図をご参照ください。）
３．目 的 事 項  
 報 告 事 項 １．第64期（平成22年８月１日から平成23年７月31日まで）事

業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役会
の連結計算書類監査結果報告の件

 　 ２．第64期（平成22年８月１日から平成23年７月31日まで）計
算書類報告の件

 決 議 事 項  
 第１号議案　剰余金の処分の件
 第２号議案　取締役７名選任の件
 
 

第３号議案
第４号議案

　監査役１名選任の件
　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
くださいますようお願い申しあげます。
　なお、株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修
正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　
http://www.inaba-ss.co.jp）に掲載させていただきます。
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（提供書面）
　

事　 業　 報　 告

(平成22年８月１日から
平成23年７月31日まで)

　

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過および成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の経済

対策を背景に、緩やかな回復基調が見え始めていたものの、資源高や雇用

環境の低迷が長期化するなど、不安定な状況で推移いたしました。さらに、

平成23年３月11日に発生した東日本大震災が今後の企業活動に大きな影響

を及ぼすことが予想されるとともに、円高と外需の陰りという２つの逆風

と相俟って国内経済は一層不透明な様相を呈しております。

このような状況のもと、当社グループが関連する鋼製物置業界におきま

しては、物置需要動向に直接関連する新設戸建住宅着工戸数は、雇用や所

得を巡る環境が厳しくなお低い水準にあります。オフィス家具業界につき

ましても、先行き不安による企業の設備投資抑制の影響により、オフィス

の移転需要、リニューアル需要は盛り上がらず、極めて厳しい状況で推移

しました。

このような経営環境の中で、鋼製物置セグメントにおきましては、ユー

ザーの多様なニーズに応えられる製品群を用意し、店頭展示を重視して、

業界ナンバーワンの豊富な機種・バリエーションを揃え対応いたしました。

オフィス家具セグメントにおきましては、昨年の９月にグッドデザイン賞

（財団法人日本産業デザイン振興会が主催）を受賞した『Ｘａｉｒ（エク

セア）』をはじめ、顧客の要望に合致した製品の開発、販促に努めてまい

りました。また、生産面におきましては、生産性向上、業務改善を目指し

た全員参加型の『ＡＰＩ活動』を引き続き推進し、合理化対策に努めてま

いりました。

以上の諸施策を推進し業績の向上に努めてまいりました結果、当連結会

計年度の売上高は、前期比3.3％増加の26,425百万円となりました。損益面

につきましては、鋼材価格が前期に比べ上昇したものの、製造原価の低減、

販管費の圧縮に取り組んだ結果、経常利益は711百万円（前期比4.0％増）

となりました。
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また、オフィス家具セグメントの減損損失219百万円、投資有価証券評価

損87百万円等を特別損失に計上した結果、当期純利益は180百万円（前期比

35.3％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

［セグメント売上高］

セグメントの名称 金 額 前 期 比 構 成 比

鋼 製 物 置 16,070百万円 101.6％ 60.8％

オ フ ィ ス 家 具 10,354 106.0％ 39.2％

合 計 26,425 103.3％ 100.0％

［鋼製物置］

一昨年の10月に発売しました新型ガレージ「ガレーディア」が牽引役と

なっておりましたが、ここに来て弱含みとなり、ガレージシリーズにおき

ましては出荷棟数で、前期比約97％となりました。

一方２月より小型収納庫、一般物置におきまして新色の豊富なカラーバ

リエーションを取り揃え、代理店への拡販に努めた結果、出荷棟数で前期

比各約102％、約103％を達成し、全体としての出荷棟数は前期比約102％と

なりました。

その結果、売上高は16,070百万円（前期比1.6％増）となりました。

［オフィス家具］

生産効率アップ、コスト削減のため、デスク袖、ワゴン構造変更および

生産体制の見直しを図るとともに、ＯＥＭ先向けのシステムデスク開発の

取り組みをスタートさせました。

大口案件の捕捉に努めたものの、オフィスの移転需要、リニューアル需

要は盛り上がらず売上高は低位に推移しました。なお、ＯＥＭ先からの受

注については、徐々に持ち直してきているものの依然として本格的回復に

は至っておりません。しかしながら、一部営業所で震災の復興需要の兆し

が見られる状況にあります。

その結果、売上高は10,354百万円（前期比6.0％増）となりました。
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(2) 設備投資の状況

生産の合理化・効率化および環境の負荷低減のための設備投資等で、設備

投資総額は526百万円となりました。

(3) 資金調達の状況

特に記載すべき事項はありません。

(4) 企業集団の財産および損益の状況

区 分
第 61 期

(平成20年７月期)
第 62 期

(平成21年７月期)
第 63 期

(平成22年７月期)

第 64 期
(当連結会計年度)
(平成23年７月期)

売 上 高(百万円) 32,778 26,478 25,580 26,425

経常利益又は経常損失
(△)

(百万円) 1,336 △587 684 711

当期純利益又は当期純
損失(△)

(百万円) 565 △2,004 278 180

１株当たり当期純利益又
は１株当たり当期純損失
(△)

（円） 31.58 △111.83 15.55 10.29

総 資 産(百万円) 49,379 44,163 44,617 44,783

純 資 産(百万円) 35,377 32,842 32,739 31,828

１株当たり純資産額 （円） 1,973.97 1,832.49 1,826.78 1,874.17

(5) 重要な親会社および子会社の状況

①　親会社との関係

該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会 社 名 資本金(千円) 当社の議決権比率(％) 主 要 な 事 業 内 容

イナバインターナショナル㈱ 50,000 100 オフィス家具の販売

㈱ 共 進 10,000 100
鋼製物置及びオフィス
家具の販売
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(6) 対処すべき課題

ここにきまして米欧の景気減速懸念や財政金融不安から、消去法で資金が

円へと流れ急激な円高が生じ、また、その長期化が予想されております。さ

らに新興国の成長力鈍化と相俟って、今後のわが国経済は、東日本大震災後

に回復し始めた企業業績が、腰折れする懸念が高まっております。

このような状況の中、鋼製物置セグメントにおきましては、新色の豊富な

カラーバリエーションを取り揃えた小型収納庫（ＭＪＮ・ＢＪＮ）、一般物

置（ＮＸＮ）、スタンダードガレージ「ガレーディア」の販促に注力いたし

ます。また、新自転車置場、ゴミ保管庫、倉庫等の開発を行うことによって

ユーザーの選択肢を広げ販売増加に努めてまいります。

オフィス家具セグメントにおきましては、ビルのインテリジェント化、Ｉ

Ｔ化の進展、モバイル機器の普及によるワークスタイルの変化、個人情報保

護法等に関連したセキュリティの整備など、オフィスの多様化・高度化は今

後ますます進展が予想される中、デスク・ワゴン・収納ユニット等の構造見

直しやスタンダードチェアの開発により、価格競争力のある製品の市場投入

に向けた活動を推進するとともに、引き続き市場環境の変化に対応した製品

の開発・生産の強化に努めてまいります。

また、一昨年組織変更しました営業開発部におきましては、主としてレン

タル物置事業およびそのＦＣ化、事業者向けトランクルームの拡大に努めて

まいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご鞭撻を賜ります

ようお願い申しあげます。

(7) 主要な事業内容（平成23年７月31日現在）

オフィス家具及び鋼製物置の製造並びに販売
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(8) 主要な営業所および工場（平成23年７月31日現在）

①当社の主要な事業所

本社　：東京都大田区矢口二丁目５番25号

営業所・ショールーム：

仙台営業所（宮城県仙台市）・東京営業所（東京都大田区）

千葉営業所（千葉県柏市）　・神奈川営業所（神奈川県大和市）

静岡営業所（静岡県藤枝市）・名古屋営業所（愛知県犬山市）

大阪営業所（兵庫県西宮市）・広島営業所（広島県広島市）

福岡営業所（福岡県福岡市）

東京オフィスショールーム（東京都渋谷区）

大阪オフィスショールーム（兵庫県西宮市）

工場　：柏工場（千葉県柏市）　　　・犬山工場（愛知県犬山市）

配送センター：

北海道配送センター（北海道江別市）

東北配送センター（宮城県仙台市）

新潟配送センター（新潟県新潟市）

郡山配送センター（福島県郡山市）

北関東配送センター（群馬県前橋市）

長野配送センター（長野県長野市）

柏配送センター（千葉県柏市）

大和配送センター（神奈川県大和市）

静岡配送センター（静岡県藤枝市）

犬山配送センター（愛知県犬山市）

大阪配送センター（兵庫県西宮市）

岡山配送センター（岡山県岡山市）

広島配送センター（広島県広島市）

山口配送センター（山口県山口市）

高松配送センター（香川県高松市）

松山配送センター（愛媛県松山市）

福岡配送センター（福岡県福岡市）

熊本配送センター（熊本県熊本市）

鹿児島配送センター（鹿児島県鹿児島市）

(注)上記の他、平成23年９月に北陸配送センターを開設いたしました。
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②主要な子会社の事業所

イナバインターナショナル株式会社（東京都渋谷区）

株式会社共進（群馬県前橋市）

(9) 使用人の状況（平成23年７月31日現在）

①企業集団の使用人の状況

セ グ メ ン ト の 名 称 使 用 人 数

鋼 製 物 置 526名

オ フ ィ ス 家 具 407名

全 社 （ 共 通 ） 45名

合 計 978名

②当社の使用人の状況

使 用 人 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

889名 △7名 42歳7ヶ月 18年5ヶ月

(10) 主要な借入先の状況（平成23年７月31日現在）

該当事項はありません。

(11) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。
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２．会社の株式に関する事項

株式の状況（平成23年７月31日現在）

①　発行可能株式総数　　　　　　　　　　40,000,000株

②　発行済株式の総数　　　　　　　　　　17,922,429株

③　株主数　　　　　　　　　　　　　　　　　17,869名

④　大株主（上位10名）

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

株式会社イナバホールディングス 3,919千株 23.1％

株 式 会 社 共 進 2,263千株 13.3％

瀬 間 照 次 603千株 3.6％

稲 葉 　 明 526千株 3.1％

稲 葉 　 茂 497千株 2.9％

丹 下 信 夫 495千株 2.9％

秋 　 本 　 千 恵 子 475千株 2.8％

稲 葉 　 進 448千株 2.6％

株 式 会 社 り そ な 銀 行 411千株 2.4％

稲 葉 常 雄 376千株 2.2％

（注）１．当社は、自己株式を939,791株保有しておりますが、上記大株主からは除外しており

ます。

２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

３．会社の新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項

(1) 取締役および監査役の状況（平成23年７月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 稲 葉 　 明

・イナバインターナショナル株
式会社　代表取締役社長

・株式会社共進　代表取締役社
長

専 務 取 締 役 稲 葉 　 茂 営 業 本 部 長 兼 営 業 部 長

専 務 取 締 役 小 島 秋 光 技 術 本 部 長

常 務 取 締 役 丹 下 　 孝 製 造 本 部 長

取 締 役 藤 田 敏 郎 技 術 部 長

取 締 役 多 田 一 志 総 務 部 長

常 勤 監 査 役 中 本 　 進  

監 査 役 尾 後 貫 　 達 　 也 昭和地所株式会社　相談役

監 査 役 屋 敷 一 男 屋敷一男税理士事務所　代表

（注）１．監査役尾後貫達也氏および監査役屋敷一男氏は、社外監査役であります。

２．監査役屋敷一男氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度

の知見を有するものであります。また、東京証券取引所に対し独立役員として届け出

ております。

　

(2) 当事業年度に係る取締役および監査役の報酬等の総額

区 分 人 員 支 給 額

取 締 役 6名 167百万円

監 査 役
（うち社外監査役）

3名
（2名）

18百万円
（8百万円）

合 計 9名 186百万円

（注）１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

２．取締役の報酬限度額は、平成８年10月31日開催の第49回定時株主総会において、年額

250百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）とご承認いただいております。

３．監査役の報酬限度額は、平成８年10月31日開催の第49回定時株主総会において、年額

30百万円以内とご承認いただいております。

４．支給額には、当事業年度の役員退職慰労金の引当額25百万円（取締役24百万円、監査

役0百万円）が含まれております。
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 (3) 社外役員に関する事項

①　他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況および当社と当該他

の法人等との関係

・監査役尾後貫達也氏は、昭和地所株式会社の相談役を兼務しておりま

す。なお、当社は昭和地所株式会社との間には特別の関係はありませ

ん。

・監査役屋敷一男氏は、屋敷一男税理士事務所の代表を兼務しておりま

す。なお、当社は屋敷一男税理士事務所との間には特別の関係はあり

ません。

②　当事業年度における主な活動状況

ａ．取締役会および監査役会への出席状況

 
取締役会（16回開催） 監査役会（10回開催）

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

監 査 役 尾後貫　達　也 16回 100.0％ 10回 100.0％

監 査 役 屋　敷　一　男 16回 100.0％ 10回 100.0％

ｂ．取締役会および監査役会における発言状況

・監査役尾後貫達也氏は、主に他社における経営の経験者としての見

地から、取締役会および監査役会において有益な意見や率直な指摘

などを適宜行っております。

・監査役屋敷一男氏は、主に税理士としての税務、財務の専門的見地

から、取締役会および監査役会の意思決定の妥当性・適正性を確保

するための助言・提言を行っております。

③　責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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５．会計監査人の状況

(1) 名称　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

 

(2) 報酬等の額

 支払額（千円）

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 42,000

当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益
の合計額

42,000

（注）　当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法

に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんの

で、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

 

(3) 非監査業務の内容

該当事項はありません。

 

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、または、監査役会の請

求に基づいて、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とす

ることといたします。

監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当す

ると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人

を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に

招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を

報告いたします。
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６．業務の適正を確保するための体制

　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以

下のとおりであります。

(1) 取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する

ための体制

①　全役員および社員が法令・定款および社会規範を遵守し、かつ社会的責

任を果たすため、「企業行動憲章」および「行動指針」を定め、グループ

全役員および社員の企業活動の原点とすることを徹底する。また、「コン

プライアンス基本規程」を制定しコンプライアンス体制の確立を図る。

②　取締役の職務の執行が、コンプライアンス上有効に機能することを確保

する体制として、監査役会を置く。監査役会は、監査役監査基準に則り、

取締役の業務執行の適法性、妥当性に関して公正・客観的な立場から監査

を実施する。社外監査役は、業務執行者からの独立性が確保できる等を勘

案し、有識者を起用する。監査役は、取締役会に出席するほか、意思決定

の過程および業務の執行状況を把握するため、重要な会議等に出席するこ

とが出来るものとし、必要があると認めたときは、意見を述べることが出

来る。また、全ての稟議書その他業務執行に関する重要な書類の閲覧が可

能であり、取締役の業務執行状況を十分に監査・監督可能な体制とする。

③　取締役会は、取締役会規則における付議・報告基準に則り、会社の業務

執行を決定する。代表取締役社長および各取締役は、社内規則、取締役会

決議に則り、職務を執行するとともに、執行状況を取締役会において報告

するものとし、その職務執行状況は、監査役の監査を受ける。

④　使用人の職務の執行がコンプライアンス上有効に機能することを確保す

るため、業務の重要事項を決定する営業会議、生産会議および技術会議に

は、原則として取締役および情報取扱責任者が出席し、情報の共有化によ

る部門間の連携と相互間の牽制を図るとともに、会議内容における開示情

報の有無も確認する。なお、会議議事録、会議資料は監査役会へ提出する。

⑤　代表取締役社長の直轄機関として内部監査室を置き、計画的に本社各部・

工場・営業所・配送センター・関係会社等の監査を実施する。内部監査室

長は、監査結果を代表取締役社長に報告を行い、代表取締役社長から改善

指示、指導がなされ、業務執行の公正性や透明性の確保に寄与する体制と

する。
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⑥　当社は、コンプライアンス体制の充実・強化を補完するために内部通報

体制を設け、役員および社員等は、社内においてコンプライアンス違反行

為が行われ、または行われようとしていることに気がついたときは、内部

監査室に通報しなければならないと定める。会社は、通報内容を秘守し、

通報者に対して不利益な扱いを行わない。

⑦　上記の体制の社内への浸透を徹底するため、社内の電子掲示板に内部統

制システムの基本方針および関連諸規程を掲示するほか、各拠点に配布の

うえ、適宜教育指導を行う。

(2) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社は、リスク管理全体を統括するため、「リスク管理規程」を制定し、

組織横断的リスクの監視ならびに全社的対応は総務部が内部監査室と連携を

とりながら行い、各部門の所管業務に付随するリスク管理は当該部門が適時

適切な対応を行う体制とする。

各部門の長である役員および社員は、平時においてはそれぞれの自部門の

担当職務の業務内容を整理し、内在するリスクを把握、分析、評価のうえ、

適切な対策を実施する。同規程に定める経営危機が発生した場合には、社長

を本部長とする対策本部を設置し、迅速な対応を行い損害の拡大を防止し、

これを最小限に止める体制を整える。

(3) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社は、取締役・使用人の役割分担、業務分掌、指揮命令系統を明示する

ことにより、効率的な業務執行体制を図っており、組織図、職務分掌規程、

職務権限規程、稟議規程等で示し、必要に応じ改訂を行う。

業務の運営については、現在および将来の事業環境を踏まえ各年度の予算

を立案し、全社的な目標を設定し、定例の取締役会を原則毎月１回開催し、

予算の進捗状況および重要事項の決定ならびに取締役の業務執行状況の監督

等を行う。また、適宜経営会議を開催し、絞り込んだテーマについて議論を

行い、定例の取締役会での将来の議題となるべき事項等につき、方向性を見

極め、課題の整理を行う。

社内電子掲示板、社内メール等の社内使用ツールの統一を図り、ＩＴを効

率活用し情報の周知徹底を行う。
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(4) 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

当社は、法令および社内規程の「稟議規程」「文書取扱規程」等に従い、

取締役の職務執行に関わる情報を文書または電磁的媒体に記録し、管理・保

存する。

取締役の職務執行に係る情報およびその保存、管理状況について、監査役

は、適宜監査ないし査閲が出来る。

(5) 会社ならびに親会社および子会社から成る企業集団における業務の適正を

確保するための体制

当社は、「関係会社管理規程」に基づき、子会社の自主性を尊重しながら

円滑な情報交換とグループ活動を促進するため、適時、関係者による会議を

開催する。

「関係会社管理規程」に定める担当取締役は、同規程に基づく当社への決

裁・報告制度により各子会社の経営管理を行うとともに、内部統制の実効性

を高める施策を実施し、必要に応じて各子会社への指導・支援を行う。

業務の運営については、当社と子会社間における不適切な取引または会計

処理を防止するため、当社の内部監査室、経理部門、関係会社管理部門およ

び監査役が連携し、十分な情報交換と対策の検討を行う。

(6) 監査役の職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する事項

当社は、内部監査室が監査役と連携を密にして対応しており、情報の共有、

交換等により、現在は、補助すべき使用人を設置していない。必要に応じて、

監査役の職務を補助すべき監査スタッフを設置可能とし、人事等については、

取締役と監査役が意見交換を行って実施する。

(7) 監査役への報告体制およびその他監査役の監査が実効的に行われることを

確保するための体制

取締役は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見

したときは、法令に従い、直ちに監査役に報告する。また、監査役は、取締

役会のほか、重要な意思決定の過程および業務の執行状況を把握するため、

社内の重要な会議に出席できるほか、主要な稟議書その他業務執行に関する

重要な文書・通牒類を閲覧し、必要に応じて取締役または使用人にその説明

を求めることが出来る。

なお、監査役は、会計監査人から会計監査内容について説明を受けるとと

もに、情報の交換を行うなど連携を図る。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成23年７月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 [25,207,426] 流 動 負 債 [9,372,437]

現 金 及 び 預 金 14,636,110 支払手形及び買掛金 7,206,345

受取手形及び売掛金 7,589,922 未 払 法 人 税 等 24,204

商 品 及 び 製 品 2,028,417 賞 与 引 当 金 237,918

仕 掛 品 169,495 そ の 他 1,903,968

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 371,301 　 　

繰 延 税 金 資 産 208,583 　 　

そ の 他 242,232 　 　

貸 倒 引 当 金 △38,635 　 　

固 定 資 産 [19,576,522] 固 定 負 債 [3,583,214]

有 形 固 定 資 産 (16,464,865) 繰 延 税 金 負 債 1,049

建 物 及 び 構 築 物 3,807,114 退 職 給 付 引 当 金 2,439,643

機械装置及び運搬具 750,600 役員退職慰労引当金 374,020

土 地 11,781,179 そ の 他 768,502

建 設 仮 勘 定 21,732 負 債 合 計 12,955,652

そ の 他 104,238 純 資 産 の 部

無 形 固 定 資 産 (116,506) 株 主 資 本 [31,844,073]

そ の 他 116,506 資 本 金 (1,132,048)

投資その他の資産 (2,995,150) 資 本 剰 余 金 (763,500)

投 資 有 価 証 券 1,182,833 利 益 剰 余 金 (30,754,278)

長 期 貸 付 金 5,100 自 己 株 式 (△805,753)

繰 延 税 金 資 産 1,340,777 その他の包括利益累計額 [△15,776]

そ の 他 481,710 その他有価証券評価差額金 △15,776

貸 倒 引 当 金 △15,271 純 資 産 合 計 31,828,296

資 産 合 計 44,783,949 負 債 ・ 純 資 産 合 計 44,783,949

（記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。）
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連 結 損 益 計 算 書

(平成22年８月１日から
平成23年７月31日まで)

  （単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高  26,425,010

売 上 原 価  20,275,328

売 上 総 利 益  6,149,682

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  5,668,432

営 業 利 益  481,249

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 28,055  

受 取 配 当 金 14,279  

雑 収 入 193,956 236,291

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 687  

雑 損 失 5,305 5,993

経 常 利 益  711,547

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 123  

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 45,428 45,551

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 売 却 損 14,033  

減 損 損 失 219,407  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 87,444  

そ の 他 48,449 369,334

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  387,764

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 13,530  

法 人 税 等 調 整 額 193,807 207,337

当 期 純 利 益  180,426

（記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。）
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連結株主資本等変動計算書

(平成22年８月１日から
平成23年７月31日まで)

（単位：千円）

 

株 主 資 本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

その他有価証券
評 価 差 額 金

平成22年７月31日残高 1,132,048 763,500 30,857,654 △445 32,752,758 △13,006 32,739,751

連結会計年度中の変動額        

剰 余 金 の 配 当   △143,377  △143,377  △143,377

剰余金の配当（中間配当）   △140,425  △140,425  △140,425

当 期 純 利 益   180,426  180,426  180,426

自 己 株 式 の 取 得    △805,308 △805,308  △805,308

株主資本以外の項目の連結会計年
度 中 の 変 動 額 （ 純 額 ）

     △2,769 △2,769

連結会計年度中の変動額合計 － － △103,376 △805,308 △908,685 △2,769 △911,454

平成23年７月31日残高 1,132,048 763,500 30,754,278 △805,753 31,844,073 △15,776 31,828,296

（記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。）
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連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記）

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数及び名称

連結子会社の数 ２社

連結子会社の名称 イナバインターナショナル㈱、㈱共進

(2) 非連結子会社の名称等

非連結子会社の名称

イナバロジスティクス㈱

㈱カトウ産業

連結の範囲から除いた理由

非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及

び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼして

いないためであります。

２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数及び名称

該当事項はありません。

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等

会社等の名称

（非連結子会社）

イナバロジスティクス㈱

㈱カトウ産業

持分法を適用していない理由

持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰

余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす

影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないためであります。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

その他有価証券

時価のあるもの…………………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

時価のないもの…………………移動平均法による原価法

ロ．たな卸資産…………………………主として総平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産……………………… 定率法

（リース資産を除く） 但し、平成10年４月１日以降取得の建物（その附属

設備は除く）は定額法

無形固定資産……………………… 定額法

（リース資産を除く） 但し、自社利用のソフトウェアについては社内にお

ける見込利用可能期間（５年）に基づく定額法

リース資産 　

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

………………………… リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法

(3) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金…………………………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金…………………………従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込

額を計上しております。

退職給付引当金……………………従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末

における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（５年）による定額法によ

り費用処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時にお

ける従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（５

年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生

の翌連結会計年度から費用処理しております。

役員退職慰労引当金………………連結計算書類作成会社について役員の退任に伴う退

職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく必要額

を計上しております。

(4) 消費税等の会計処理…………………税抜方式

(5) 会計方針の変更

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当連結会計年度の営業利益及び経常利益はそれぞれ7,855千円減少し、税

金等調整前当期純利益は33,799千円減少しております。
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（連結貸借対照表に関する注記）

有形固定資産の減価償却累計額……………………………………………… 19,276,251千円

（連結損益計算書に関する注記）

減損損失

当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場　所 用　途 種　類 金　額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産

機械装置及び運搬具 9,943千円

建設仮勘定 95,421千円

有形固定資産
「その他」

114,042千円

合計 219,407千円

当社グループは資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産にグルーピ

ングしております。この内オフィス家具事業資産については、予想を超える急激な市況の悪

化に伴い、当連結会計年度において、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減

損損失として特別損失に計上しております。なお、当資産グループの回収可能価額は、零と

して評価しております。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

１．当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び株式数……普通株式 17,922,429株

２．剰余金の配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決 議 株式の種類
配 当 金 の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

平成22年10月15日
定 時 株 主 総 会

普通株式 143,377 8.00 平成22年７月31日 平成22年10月18日

平成23年３月16日
取 締 役 会

普通株式 140,425 8.00 平成23年１月31日 平成23年４月７日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期になるもの

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資
配 当 金 の
総額(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年10月21日
定 時 株 主 総 会

普通株式 利益剰余金 135,861 8.00 平成23年７月31日 平成23年10月24日
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（金融商品に関する注記）

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については余資を短期の定期性預金等安全性の高い金融資産

で運用しております。また、資金調達については自己資金又は銀行借入で賄う方針であり

ます。なお、デリバティブ取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リ

スクに関しては、売掛金管理規程及び与信限度管理規程に従い、信用状況を把握し定期的

に与信限度額の設定・見直しを行い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うことによ

って、回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

投資有価証券は、主として業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リ

スクに晒されておりますが、定期的に時価を把握する体制としております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日であります。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでい

るため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

２．金融商品の時価等に関する事項

平成23年７月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次

の通りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には

含まれておりません（（注２）参照）。

　 　 　 （単位：千円）

　
連結貸借対照表
計 上 額

時 価 差 額

(1) 現金及び預金 14,636,110 14,636,110 －

(2) 受取手形及び売掛金 7,589,922 7,589,922 －

(3) 投資有価証券 1,139,421 1,139,421 －

資産計 23,365,455 23,365,455 －

(1) 支払手形及び買掛金 7,206,345 7,206,345 －

負債計 7,206,345 7,206,345 －

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿

価額によっております。
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(3) 投資有価証券

これらの時価については、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又

は取引金融機関から提示された価格によっております。

負債

(1) 支払手形及び買掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿

価額によっております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　 （単位：千円）

区 分 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

非 上 場 株 式 43,412

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる

ことから、「(3) 投資有価証券」には含めておりません。

（１株当たり情報に関する注記）

１．１株当たり純資産額…………………………………………………………1,874円17銭

２．１株当たり当期純利益………………………………………………………… 10円29銭
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貸　借　対　照　表
（平成23年７月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 [23,527,957] 流 動 負 債 [7,852,852]

現 金 及 び 預 金 13,374,788 支 払 手 形 4,853,177

受 取 手 形 2,807,082 買 掛 金 930,944

売 掛 金 4,421,846 リ ー ス 債 務 1,242

商 品 及 び 製 品 1,955,245 未 払 金 918,850

仕 掛 品 169,495 未 払 費 用 479,083

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 362,852 未 払 法 人 税 等 23,611

前 払 費 用 13,428 未 払 消 費 税 等 44,326

繰 延 税 金 資 産 188,930 前 受 金 172

そ の 他 270,663 預 り 金 306,934

貸 倒 引 当 金 △36,375 賞 与 引 当 金 217,500

  そ の 他 77,008

固 定 資 産 [19,448,882] 固 定 負 債 [3,569,491]

有 形 固 定 資 産 (16,421,772) リ ー ス 債 務 8,177

建 物 3,598,901 退 職 給 付 引 当 金 2,435,023

構 築 物 181,437 役員退職慰労引当金 374,020

機 械 及 び 装 置 712,474 資 産 除 去 債 務 47,355

車 両 運 搬 具 33,446 受 入 営 業 保 証 金 692,466

工具器具及び備品 83,209 そ の 他 12,447

土 地 11,781,179 負 債 合 計 11,422,344

リ ー ス 資 産 9,391 純 資 産 の 部

建 設 仮 勘 定 21,732 株 主 資 本 [31,567,938]

無 形 固 定 資 産 (59,536) 資 本 金 (1,132,048)

ソ フ ト ウ ェ ア 他 59,536 資 本 剰 余 金 (763,500)

投資その他の資産 (2,967,573) 資 本 準 備 金 763,500

投 資 有 価 証 券 1,130,375 利 益 剰 余 金 (30,478,144)

関 係 会 社 株 式 20,000 利 益 準 備 金 283,012

出 資 金 1,448 その他利益剰余金 30,195,131

長 期 貸 付 金 5,100 特別償却準備金 730

関係会社長期貸付金 20,400 固定資産圧縮積立金 77,967

繰 延 税 金 資 産 1,337,899 別 途 積 立 金 29,397,500

そ の 他 456,062 繰越利益剰余金 718,934

貸 倒 引 当 金 △3,711 自 己 株 式 (△805,753)

　  評価・換算差額等 [△13,442]

　  その他有価証券評価差額金 △13,442

　  純 資 産 合 計 31,554,495

資 産 合 計 42,976,839 負 債 ・ 純 資 産 合 計 42,976,839

（記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。）
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損　益　計　算　書

(平成22年８月１日から
平成23年７月31日まで)

  （単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高  22,514,700

売 上 原 価  17,317,123

売 上 総 利 益  5,197,577

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  4,775,070

営 業 利 益  422,507

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 22,534  

受 取 配 当 金 14,015  

雑 収 入 209,570 246,119

営 業 外 費 用   

雑 損 失 5,303 5,303

経 常 利 益  663,323

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 123  

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 45,333 45,457

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 売 却 損 13,932  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 87,444  

減 損 損 失 219,407  

そ の 他 48,047 368,831

税 引 前 当 期 純 利 益  339,949

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 13,100  

法 人 税 等 調 整 額 159,327 172,427

当 期 純 利 益  167,522

（記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。）
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株主資本等変動計算書

(平成22年８月１日から
平成23年７月31日まで)

（単位：千円）

 

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資本準備金 利益準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金

特別償却
準 備 金

固定資産圧
縮 積 立 金

別途積立金
繰越利益
剰 余 金

平成22年７月31日　残高 1,132,048 763,500 283,012 973 84,988 29,397,500 827,950 △445 32,489,528

事業年度中の変動額          

特別償却準備
金の取崩し

   △243   243  －

固定資産圧縮積
立 金 の 取 崩 し

    △7,021  7,021  －

剰余金の配当       △143,377  △143,377

剰余金の配当
(中間配当)

      △140,425  △140,425

当期純利益       167,522  167,522

自己株式の取
得

       △805,308 △805,308

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の変動額(純額 )

         

事業年度中の変動額合計 － － － △243 △7,021 － △109,015 △805,308 △921,589

平成23年７月31日　残高 1,132,048 763,500 283,012 730 77,967 29,397,500 718,934 △805,753 31,567,938

 
評価・換算差額等

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

平成22年７月31日　残高 △11,835 32,477,692

事業年度中の変動額   
特別償却準備
金の取崩し  －

固定資産圧縮積
立金の取崩し  －

剰余金の配当  △143,377

剰余金の配当
(中間配当)  △140,425

当期純利益  167,522

自己株式の取
得  △805,308

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の変動額(純額 )

△1,606 △1,606

事業年度中の変動額合計 △1,606 △923,196

平成23年７月31日　残高 △13,442 31,554,495

（記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。）
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個別注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．有価証券の評価基準及び評価方法 　

子会社株式……………………………移動平均法による原価法

その他有価証券 　

時価のあるもの……………………期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全
部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法 　

製品・仕掛品・原材料………………総平均法による原価法

但し、一部の原材料については最終仕入原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）

貯蔵品…………………………………最終仕入原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）

３．固定資産の減価償却の方法 　

有形固定資産…………………………定率法

（リース資産を除く） 但し、平成10年４月１日以降取得の建物（その附属

設備は除く）は定額法

無形固定資産…………………………定額法

（リース資産を除く） 但し、自社利用のソフトウェアについては社内にお

ける見込利用可能期間（５年）に基づく定額法

リース資産 　

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

……………………… リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定
額法
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４．引当金の計上基準 　

貸倒引当金……………………………売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金……………………………従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込

額を計上しております。

退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末にお

ける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計

上しております。

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（５年）による定額法によ

り費用処理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における

従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌

事業年度から費用処理しております。

役員退職慰労引当金…………………役員の退任に伴う退職慰労金の支給に備えるため、

当社内規に基づく必要額を計上しております。

５．消費税等の会計処理……………………税抜方式

６．会計方針の変更

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当事業年度の営業利益及び経常利益はそれぞれ7,742千円減少し、税引前当

期純利益は33,283千円減少しております。

（貸借対照表に関する注記）

１．関係会社に対する金銭債権及び債務 　

短期金銭債権…………………………………………………………………… 1,083,617千円

短期金銭債務…………………………………………………………………… 29,524千円

長期金銭債務…………………………………………………………………… 10,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額…………………………………………………19,167,522千円

　

（損益計算書に関する注記）

１．関係会社との取引高 　

営業取引による取引高 　

売上高………………………………………………………… 1,948,817千円

仕入高………………………………………………………… 89,076千円

営業取引以外の取引高………………………………………………………… 18,701千円
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２．減損損失

当事業年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場　所 用　途 種　類 金　額

愛知県犬山市他 オフィス家具事業資産

機械及び装置 9,943千円

工具器具及び備品 114,042千円

建設仮勘定 95,421千円

合計 219,407千円

　当社は資産を鋼製物置事業資産、オフィス家具事業資産及び遊休資産にグルーピングして

おります。この内オフィス家具事業資産については、予想を超える急激な市況の悪化に伴い、

当事業年度において、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特

別損失に計上しております。なお、当資産グループの回収可能価額は、零として評価してお

ります。

（株主資本等変動計算書に関する注記）

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数…………………… 普通株式 　939,791株

　
（税効果会計に関する注記）

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

繰延税金資産  

 賞与引当金 88,087千円

 未払事業税等 13,979千円

 退職給付引当金 986,184千円

 役員退職慰労引当金 151,478千円

 減損損失 1,255,813千円

 たな卸資産評価損 58,866千円

 繰越欠損金 61,610千円

 その他 140,550千円

 繰延税金資産小計 2,756,571千円

 評価性引当額 △1,168,219千円

 繰延税金資産合計 1,588,352千円

繰延税金負債  

 固定資産圧縮積立金 △53,070千円

 その他 △8,451千円

 繰延税金負債合計 △61,522千円

 繰延税金資産の純額 1,526,829千円
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（関連当事者との取引に関する注記）

子会社

種類
会社等の名称

又は
氏名

所在地

資本金
又は
出資金
（千円）

事業の
内容
又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

子会社
イ ナ バ
インターナ
ショナル㈱

東京都
渋谷区

50,000
オフィ
ス家具
の販売

(所有)
直接
100.0

当社製品の販売
代理店
役員の兼任

製品の
販売

1,456,774
受取手形 496,073

売掛金 231,191

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等

市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

（１株当たり情報に関する注記）

１．１株当たり純資産額…………………………………………………………  1,858円04銭

２．１株当たり当期純利益……………………………………………………………　9円55銭
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連結計算書類に係る会計監査報告

 独立監査人の監査報告書  

 平成23年９月８日 

 株 式 会 社 稲 葉 製 作 所  

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 向 川 政 序 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 藤 原 　 選 
 

 　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社稲葉製

作所の平成２２年８月１日から平成２３年７月３１日までの連結会計年度の

連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本

等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。この連結計算書類の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結計算書類に

対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な

虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、

試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並び

に経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の

表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表

明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社稲葉製作所及び連結子会社

から成る企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をす

べての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

 独立監査人の監査報告書  

  平成23年９月８日 

 株 式 会 社 稲 葉 製 作 所  

 取締役会　御中  

 新日本有限責任監査法人  

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 向 川 政 序 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 藤 原 　 選 
 

 　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社

稲葉製作所の平成２２年８月１日から平成２３年７月３１日までの第６４期

事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動

計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。この計

算書類及びその附属明細書の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属

明細書に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求め

ている。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及び

その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体として

の計算書類及びその附属明細書の表示を検討することを含んでいる。当監査

法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断して

いる。

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びそ

の附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

 監　査　報　告　書  

 当監査役会は、平成22年８月１日から平成23年７月31日までの第64期事業

年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づ

き、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実

施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人から

その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、

職務の分担等に従い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を

図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その

他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。

また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適

合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保する

ために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体

制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されてい

る体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築

及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、

意見を表明いたしました。子会社については、子会社の取締役及び監査役

等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告

を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びそ

の附属明細書について検討いたしました。

さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施し

ているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状

況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査

人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社

計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平

成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、

必要に応じて説明を求めました。
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 以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益

計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並び

に連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動

計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

 

 平成23年９月12日  

 株 式 会 社 稲 葉 製 作 所 　 監 査 役 会  

 

常 勤 監 査 役 中 本 　 進 

社 外 監 査 役 尾後貫　達　也 

社 外 監 査 役 屋 敷 一 男 

 

以　上
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株主総会参考書類
　

議案および参考事項

第１号議案　剰余金の処分の件

　　　第64期の期末配当につきましては、安定的な配当の継続と当事業年度の業

績等を勘案いたしまして以下のとおりといたしたいと存じます。

①　配当財産の種類

金銭といたします。

②　配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金8円といたしたいと存じます。

なお、この場合の配当総額は135,861,104円となります。

（注）中間配当を含めた当事業年度年間配当は、１株につき金16円とな

ります。

③　剰余金の配当が効力を生ずる日

平成23年10月24日といたしたいと存じます。
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第２号議案　取締役７名選任の件

　　　取締役全員(６名)は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つき

ましては、経営体制の強化のため１名を増員し、取締役７名の選任をお願い

するものであります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

氏　　　　名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

１

いなば　あきら

稲葉　明

(昭和23年１月17日生)

昭和45年３月 当社入社

昭和47年６月 当社取締役経理課長

昭和51年２月 当社取締役経理部長

昭和55年７月 当社常務取締役

昭和62年４月 当社専務取締役

昭和63年12月 当社取締役副社長

平成２年12月 当社代表取締役副社長

平成３年２月 当社代表取締役社長

平成６年３月 イナバインターナショナル株式会

社　代表取締役社長（現任）

平成８年４月 株式会社共進　代表取締役社長

（現任）

平成15年10月 当社代表取締役社長兼製造本部長

平成17年10月 当社代表取締役社長

平成20年10月 当社代表取締役社長兼製造本部長

平成21年７月 当社代表取締役社長（現任）

526,524株
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候補者
番　号

氏　　　　名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

２

いなば　しげる

稲葉　茂

(昭和28年２月20日生)

昭和51年４月 鳴海製陶株式会社入社

昭和53年７月 当社入社

昭和62年４月 当社取締役営業部長

平成３年10月 当社常務取締役営業本部長兼第一

営業部長

平成11年９月 当社常務取締役営業本部長兼営業

部長

平成13年10月 当社専務取締役営業本部長

平成20年９月 当社専務取締役営業本部長兼営業

部長

平成21年７月 当社専務取締役営業本部長

平成22年８月 当社専務取締役営業本部長兼営業

部長

平成23年８月 当社専務取締役営業本部長

（現任）

497,974株

３

こじま　あきみつ

小島　秋光

(昭和21年10月22日生)

昭和41年４月 東海設計株式会社入社

昭和43年３月 当社入社

平成３年10月 当社取締役犬山工場次長

平成12年10月 当社取締役犬山工場長

平成16年10月 当社常務取締役製造本部副本部長

兼犬山工場長

平成17年10月 当社常務取締役製造本部長兼犬山

工場長

平成20年６月 当社常務取締役製造本部長

平成20年10月 当社専務取締役技術本部長

（現任）

39,260株

４

たんげ　たかし

丹下　孝

(昭和25年12月21日生)

昭和44年４月 当社入社

昭和63年４月 当社技術部標準課長

平成８年11月 当社購買部長

平成12年10月 当社取締役製造部長

平成21年１月 当社取締役製造副本部長兼製造部

長

平成21年７月 当社取締役製造本部長

平成21年10月 当社常務取締役製造本部長

（現任）

14,900株
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候補者
番　号

氏　　　　名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

５

　ただ　かずし

多田　一志

(昭和26年10月12日生)

昭和50年４月 株式会社住友銀行(現株式会社三

井住友銀行)入社

平成10年４月 同社国際金融法人部　業務推進役

平成13年４月 株式会社三井住友銀行　国際投資

サービス部　上席推進役

平成15年10月

平成16年10月

平成17年10月

平成18年10月

平成20年10月

当社出向　経理部次長

当社入社　経理部次長

当社経理部長

当社執行役員経理部長

当社取締役総務部長（現任）

2,000株

※

６

こみやま　まさひこ

小見山　雅彦

(昭和36年６月３日生)

昭和59年３月 当社入社

平成13年６月 当社製造部製造管理課課長

平成19年６月 当社柏工場次長

平成20年４月 当社生産革新推進室室長

平成21年１月 当社執行役員生産革新推進室室長

平成21年７月 当社執行役員製造部長（現任）

1,000株

※

７

さえき　のりかず

佐伯　則和

(昭和31年11月20日生)

昭和54年３月 当社入社

平成４年５月 当社犬山工場技術課課長

平成17年６月 当社犬山工場次長

平成18年10月 当社執行役員犬山工場次長

平成20年６月 当社執行役員犬山工場長(現任）

1,000株

（注）１．※の候補者は新任候補者であります。

２．上記７名の取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
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第３号議案　監査役１名選任の件

　　　監査役尾後貫達也氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つ

　　きましては、監査役１名の選任をお願いするものであります。

　　　なお、本議案に関しては、監査役会の同意を得ております。

　　　監査役候補者は、次のとおりであります。

氏　　　名
（生 年 月 日）

履歴、地位および重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

　　 おごぬき  たつや

尾後貫　達也

（昭和21年７月15日生）

昭和45年４月　

　

平成10年６月

　

平成12年６月　

平成13年９月

平成15年６月

平成15年10月

平成19年６月

株式会社協和銀行（現株式会社り

そな銀行）入社

株式会社あさひ銀行（現株式会社

りそな銀行）取締役

同社常務執行役員

同社専務執行役員

昭和地所株式会社代表取締役社長

当社監査役（現任）

昭和地所株式会社相談役（現任）

1,000株

（注）１．上記監査役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．尾後貫達也氏は、社外監査役候補者であります。

３．尾後貫達也氏を社外監査役候補者とした理由は以下のとおりであります。

企業経営の経験者として、幅広い視野と豊かな経験を有し、当社の監査に反映して

いただきたいため、社外監査役として選任をお願いするものであります。

４．尾後貫達也氏は、現在、当社の監査役でありますが、監査役としての在任期間は、

本総会終結の時をもって８年となります。

　

第４号議案　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件　

　　　取締役藤田敏郎氏は、本総会終結の時をもって任期満了により退任されま

　　すので、在任中の功労に報いるため、当社における一定の基準に従い、相当

　　額の範囲内で退職慰労金を贈呈することといたしたく存じます。

　　　なお、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は、取締役会にご一任願いた

　　いと存じます。

　　　退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏　　　名 略　　　　　　　　歴

ふじた　としろう

藤田　敏郎 平成15年10月 当社取締役（現任）

　

以上
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地図

会場ご案内図
　

会場　　大田区立池上会館　２階集会室

東京都大田区池上一丁目32番８号

電話　03－3753－2241

交通のご案内

○東急池上線池上駅より徒歩10分

○ＪＲ京浜東北線大森駅西口からバス、本門寺前下車徒歩５分

( お願い：駐車場の収容台数(有料)に限りがございますので、公共の交通機関を

ご利用くださいますよう、お願い申しあげます。 )
　

　




